
1

『
松
葉
名
所

　
　
　
　
和
歌
集
』
所
引
の

1
散
扶
歌
集
復
原
の
試
み
ー
「
玉
計
集
」
「
七
帖
抄
」
に
つ
い
て

神

作

光

一

一

解題1699

　
名
所
和
歌
集
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
『
松
葉
名
所
和
歌
集
』
は
、
十
五
巻
に
目
録
一
巻
の
計
十
六
巻
十
六
冊
。
六
字
堂
宗
恵
撰
。
万

治

三
年

（
一
六
六
〇
）
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
諸
本
と
し
て
は
、
万
治
三
年
九
月
刊
本
（
尊
経
閣
文
庫
・
静
嘉
堂
な
ど
の
所
蔵
）
と
寛

文
七
年

（
一
六
六

七
）
正
月
刊
本
（
国
会
図
書
館
・
内
閣
文
庫
・
神
作
光
一
な
ど
の
所
蔵
）
の
二
種
が
知
ら
れ
る
が
、
他
に
刊
年
不
明
本
（
宮
城

県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
）
も
存
在
す
る
。
詳
し
く
は
、
本
書
所
収
の
村
田
秋
男
の
「
解
題
I
」
の
項
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
く
思
う
。

　
　
　
　
註
1

　
さ
て
、
本
書
の
内
容
は
、
廿
一
代
集
そ
の
他
か
ら
名
所
歌
を
集
め
て
、
い
ろ
は
別
に
排
列
し
た
も
の
。
や
や
詳
し
く
い
う
と
、
廿
一
代

集
以
外

に
、
万
葉
集
・
古
今
六
帖
・
新
撰
六
帖
・
現
存
六
帖
・
堀
川
百
首
・
建
保
百
首
・
藤
川
百
首
・
神
道
百
首
・
千
五
百
番
歌
合
・
六

百
番
歌
合
・
御
裳
濯
歌
合
・
宮
河
歌
合
・
正
治
歌
合
・
勅
撰
名
所
集
・
新
葉
集
・
歌
仙
家
集
・
散
木
集
・
後
鳥
羽
院
集
・
六
家
集
・
草
庵

集
・
方
与
集
・
玉
計
集
・
類
聚
名
所
集
・
類
字
名
所
集
・
後
醍
醐
天
皇
千
首
・
為
弄
千
首
・
能
因
歌
枕
・
大
和
物
語
・
住
吉
物
語
・
源
氏

物
語
・
果
塵
抄
・
八
雲
御
抄
・
袖
中
抄
・
一
字
抄
・
撰
集
抄
・
懐
中
抄
・
夫
木
抄
・
七
帖
抄
・
春
雨
抄
・
題
林
抄
・
藻
塩
草
か
ら
、
名
所
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歌
を

引
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
書
の
目
録
一
巻
の
巻
頭
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
松
葉
集
引
用
之
書
目
録
次
第

不

勘
」
に
よ
っ
て
、
い
ま
書
名
だ
け
を
記
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
懐
中
抄
」
の
ご
と
く
「
不
レ
見
二
巻
第
一
自
二
能
因
歌
枕
二

数
多
依
二
書
入
一
」
載
之
と
書
名
の
下
に
わ
ざ
わ
ざ
こ
と
わ
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
に
あ
げ
ら
れ
た
書
名
の
う
ち
、
本
稿
で
は
、
「
玉
計
集
」
「
七
帖
抄
」
の
二
つ
を
取
り
あ
げ
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ

の

二
つ
の

書
名
は
、
諸
文
庫
の
目
録
類
に
も
見
え
ず
、
ま
た
『
国
書
総
目
録
』
や
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
等
に
も
載
っ
て
い
な
い
。
さ

ら
に
、
中
世
の
散
扶
私
撰
集
に
つ
い
て
多
く
の
秀
れ
た
業
績
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
簗
瀬
一
雄
氏
や
安
井
久
善
氏
も
、
論
及
し
て
お
ら
れ

な
い
。
と
も
か
く
、
こ
の
「
玉
計
集
」
「
七
帖
抄
」
と
い
う
両
書
が
散
侠
歌
集
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。

　
そ

こ
で
、
本
書
の
目
録
一
巻
の
巻
頭
を
ふ
た
た
び
見
る
と
、

玉
　
計

集

七
　

帖
抄

　
　
一

新
　
歌
　
仙

詠

五

鷹

　
　
二

忠

度

和

歌

　
　
三

堀
川
院
和
歌

歌

A口四
右左
家定
隆家

三
十
首

一

二

三

四
五
六
七

と
い
う
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
の
記
し
か
た
か
ら
考
え
る
と
、
「
玉
計
集
」
「
七
帖
抄
」
の
両
書
は
私
撰
集
の
た
ぐ
い
で
あ

っ

た

ら
し
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
書
と
も
す
で
に
散
扶
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ら
し
く
、
そ
の
詳
細
は
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な

い
。

二

そ

こ
で
、
そ
の
両
書
の
実
態
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
『
松
葉
名
所
和
歌
集
』
十
五
巻
の
中
か
ら
、
「
玉
計
集
」
　
（
あ
る
い
は
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「
玉
計
」
）
「
七
帖
抄
」
（
あ
る
い
は
「
七
帖
」
）
と
集
付
の
あ
る
歌
を
書
き
抜
い
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
よ
う
に
「
玉
計
集
」
十
六
首
、

「
七
帖
抄
」
十
一
首
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
因
み
に
、
各
歌
の
頭
に
付
し
た
算
用
数
字
は
、
「
玉
計
集
」
お
よ
び
「
七
帖
抄
」
に
仮
に

私
が
付
し
た
通
し
番
号
で
あ
る
。

　
　
　
　

「
玉

計
集
」

　
　
松
葉
名
所
和
歌
集
第
一

　
　
　
　
礒
麻

浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
伊
類
字

　
　
玉
計
集

1
　
う
き
ね
す
る
礒
ま
の
浦
の
さ
夜
干
鳥
友
呼
か
は
す
声
聞
ゆ
也
　
　
　
　
　
　
忠
　
度

　
　
松
葉
名
所
和
歌
集
第
二

　
　
　
　
離
小
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
伊
　
八
雲
御
抄

　
　
玉
計
集

2
　
小
夜
更
て
月
影
清
み
玉
の
浦
の
は
な
れ
小
嶋
に
千
鳥
鳴
也
　
　
　
　
　
　
　
忠
　
度

　
　
　
　
遠
里
小
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摂
津
　
藻
塩
住
吉
郡

　
　
玉
計
集

3
　
待
え
た
る
心
ち
こ
そ
せ
ね
郭
公
遠
里
小
野
の
夜
は
の
一
声
　
　
　
　
　
　
忠
　
度

　
　
松
葉
名
所
和
歌
集
第
四

　
　
　
　
鏡
池
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
（
ー
美
濃
）
類
聚
二
当
国
或
近
江

　
　
玉
計
集

4
　
君
か
へ
ん
千
代
を
鏡
の
池
水
に
行
末
か
け
て
す
め
る
月
か
な
　
　
　
　
　
　
保
　
季

　
　
　
　
風
越
嶺
　
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
濃
　
類
字



　
　
5

の7

8 7 611 10 9

玉
計
風
越
の

苓
に
た
ま
ら
ぬ
白
雪
は
晴
行
空
に
猶
そ
降
け
る

松
葉
名
所
和
歌
集
第
五

　
　
竹

田
　
原
里
河
原
　
　
　
　
　
同
（
∬
山
城
）
藻
塩
二
云
紀
伊
郡

玉
計
旅
ね
す

る
竹
田
の
里
に
う
つ
衣
一
夜
の
程
に
聞
そ
な
れ
ぬ
る

　
　
玉
河

　
里
岸
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
ー
摂
津
）
類
字

玉
計も
り
出
る
音
に
て
そ
聞
卯
花
の
し
つ
え
し
か
ら
む
玉
河
の
水

　
　
玉
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
伊
仙
覚
抄

玉
計
小
夜
更
け
て
月
影
清
み
玉
の
浦
の
は
な
れ
小
嶋
に
千
鳥
鳴
也

松
葉
名
所
和
歌
集
第
七

　
　
室
八
嶋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
野
　
類
字

玉
計よ
そ
ふ
へ
き
室
の
八
嶋
も
遠
け
れ
は
思
ひ
の
姻
い
か
s
ま
か
へ
ん

　
　
宇
陀
野
　
大
野
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
‖
大
和
）
　
藻
塩
云
宇
陀
郡

玉
計こ
ぬ
人
に
み
せ
は
や
う
た
の
御
狩
は
の
う
す
雪
白
き
今
朝
の
気
色
を

　
　
野

嶋
崎
道
　
　
　
　
　
　
同
（
∬
近
江
）
類
字

玉
計
ね

覚
す

る
わ
が
友
と
し
も
思
は
て
や
野
し
ま
か
崎
に
衛
鳴
也

松
葉
名
所
和
歌
集
第
九

忠
　
度

忠
　
度

忠
　
度

忠
　
度

後
鳥
羽

実

時

忠
　
度
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13 121416 15

　
　
離

嶋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
奥

玉
計
集

卯
花

と
波
や
み
ゆ
ら
ん
時
鳥
ま
か
き
か
嶋
に
き
つ
s
鳴
也

　
　
真
野
　
萱
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
ー
陸
奥
）

玉
計へ
を

も
ひ
か
す
尾
花
か
波
の
か
け
鶉
立
も
と
ほ
る
s
ま
の
s
萱
原

松
葉
名
所
和
歌
集
第
十
二

　
　
猿
沢
池

　

　

　

　

　

　

　

同
（
1
1
大
和
）
添
上
郡

玉
計
集

身

を
捨
は
哀
と
も
み
よ
猿
沢
の
い
け
る
世
に
こ
そ
情
な
か
ら
め

松
葉
名
所
和
歌
集
第
十
五

　
　
氷
室

山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
城
類
字

玉
計
ひ

む

ろ
山
あ
た
り
の
外
や
い
か
な
ら
ん
夕
か
け
涼
し
蛍
飛
か
ふ

　
　
引
馬
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
河
　
㈱
離
擁
漸
鵠
麟

玉
計
集

千
世
ふ
へ
き
子
日
の
小
松
袖
か
け
て
ひ
く
ま
の
野
へ
に
け
ふ
は
暮
し
つ

　
　

「
七

帖
抄
」

松
葉
名
所
和
歌
集
第
五

　
　
能
野
　
山
川

出
雲

忠
　
度

実
　
時

忠
　
度

忠
　
度

忠
　
度
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七
帖
抄

山
き
は
に
い
つ
も
の
こ
ら
は
霧
な
れ
や
よ
し
野
の
山
の
嶺
に
た
な
引

　
　
高
雄

山
寺
　
　
　
　
　
　
同
（
‖
山
城
）
類
字

七
帖

抄

と
や
か
へ
る
た
か
を
の
山
の
玉
椿
霜
を
は
ふ
と
も
色
は
か
は
ら
し
　
　
　
　
匡

　
　
竹
河
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
‖
河
内
）
　
類
字
伊
勢
二
同
名
ア
リ

七
帖
た

は
れ
を
る
声
も
更
ぬ
る
竹
河
の
水
む
ま
や
に
は
影
も
と
ま
ら
す

松
葉
名
所
和
歌
集
第
八

　
　
薬

田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
奥

七
帖
抄

薬

田
の
挟
に
む
す
ふ
あ
や
め
草
玉
つ
く
り
江
に
引
は
な
り
け
り

松
葉
名
所
和
歌
集
第
十

　
　
衣

関
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
‖
陸
奥
）
類
字

七
帖
抄

山
賎
の
結
て
か
つ
く
小
々
妻
こ
そ
衣
の
関
と
雨
も
と
を
さ
ね

松
葉
名
所
和
歌
集
第
十
二

　
　
佐
波
古
御
湯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
奥
　
類
字

七
帖
抄

み

か

く
れ
に
ふ
か
き
さ
は
こ
の
み
く
り
な
は
月
日
は
く
れ
と
引
人
は
な
し

　
　
由
士
口
嶋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
宮
岐
　
八
雲
御
抄

七
帖
抄

ゆ

き
の
嶋
ま
き
の
小
牛
の
三
年
に
て
は
な
さ
す
程
の
た
へ
か
た
の
世
や

房
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8

松
葉
名
所
和
歌
集
第
十
三

　
　
美
濃
小
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
1
1
美
濃
）

七
帖
抄

み
の

山
に
し
s
に
生
た
る
玉
柏
豊
の
明
に
あ
ふ
か
た
の
し
さ

　
　
松
葉
名
所
和
歌
集
第
十
五

　
　
　
　
肩
山
　
　
　
　
　
山
城
勢
猿
ト
講
齢
譜
麟

　
　
七
帖
抄

9
　
一
重
山
い
く
へ
霞
の
へ
た
つ
と
も
春
の
紅
葉
は
か
は
ら
さ
り
け
り

　
　
　
　
平
野

神
宮
杜
　
　
　
　
　
同
（
‖
山
城
）
葛
野
郡

　
　
七
帖
抄

10

　

ね
き
か
く
る
ひ
ら
の
s
宮
の
ゆ
ふ
た
す
き
草
の
か
き
は
も
こ
と
や
め
て
き
け

　
　
　
　
］
木
腹
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
河
　
八
雲
御
抄
井
藻
塩
当
国

　
　
七
帖
抄

11

　

と
に
か
く
に
御
笠
と
申
せ
夏
深
き
末
の
原
野
に
日
照
雨
降

　
　
　
　

三

　
ま
ず
、
「
玉
計
集
」
十
六
首
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
玉
計
1
（
「
玉
計
集
」
の
1
番
歌
を
こ
う
略
称
す
る
。
以
下
「
七
帖
抄
」
も
同

じ
。
）
は
、
『
続
国
歌
大
観
』
の
「
忠
度
集
」
二
八
六
〇
二
に
「
千
鳥
」
と
い
う
題
で
所
収
さ
れ
て
お
り
、
玉
計
1
と
の
間
に
本
文
の
異
同
は
な

い
。
な
お
、
玉
計
1
に
「
類
字
」
と
あ
る
の
は
、
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
に
も
「
礒
麻
」
と
い
う
名
所
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ

れ

を
紀
伊
国
と
し
て
取
り
扱
か
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
玉
計
2
お
よ
び
玉
計
8
は
、
同
じ
歌
で
あ
る
。
こ
の
一
首
も
ま
た

『
続
国
歌
大
観
』
の
「
忠
度
集
」
三
六
〇
三
に
「
月
前
千
鳥
」
と
い
う
題
で
所
収
。
こ
の
歌
の
第
二
句
に
本
文
の
異
同
が
見
ら
れ
、
『
続
国
歌
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む
　
　
む

大
観
』
本
で
は
「
月
影
寒
み
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
歌
枕
名
寄
』
　
（
古
典
文
庫
の
刊
本
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
）
で
は
「
離
小
嶋
」
（
紀
伊
国
）
の

項
に

「
万
代
本
さ
よ
ふ
け
て
月
か
け
さ
む
し
玉
の
浦
の
は
な
れ
こ
し
ま
に
千
鳥
な
く
也
　
中
務
卿
親
王
」
と
な
っ
て
お
り
、
第
二
句
に
異

同
が
あ
り
、
作
者
名
が
異
な
っ
て
い
る
。
続
い
て
、
玉
計
3
も
、
『
続
国
歌
大
観
』
の
「
忠
度
集
」
二
会
六
九
に
「
郭
公
」
と
い
う
題
で
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

収

さ
れ
て
い
る
一
首
。
本
文
は
、
第
二
句
の
と
こ
ろ
で
『
続
国
歌
大
観
』
本
が
「
心
ち
こ
そ
せ
め
」
と
な
っ
て
い
て
、
少
異
が
あ
る
。

　
玉
計
4
は
、
正
・
続
の
『
国
歌
大
観
』
『
夫
木
抄
』
『
歌
枕
名
寄
』
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
『
勅
撰
名
所
和
歌
抄
出
』
な
ど
に
見
え
な
い
一

首
。
因
み
に
、
作
者
名
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
保
季
は
、
『
勅
撰
作
者
部
類
』
に
よ
れ
ば
、
従
二
位
、
刑
部
卿
藤
原
重
家
男
で
、
承
久

三
年
（
三
三
）
出
家
、
五
十
一
歳
。
『
新
古
今
』
に
三
首
、
『
続
古
今
』
に
一
首
、
『
玉
葉
集
』
に
一
首
、
『
新
続
古
今
』
に
二
首
と
計
七
首
が

勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
歌
人
で
あ
る
が
、
家
集
は
伝
存
し
て
い
な
い
。
な
お
、
『
夫
木
抄
』
に
は
保
季
の
歌
が
十
七
首
収
め
ら
れ
て
い

る
。　

玉
計
5
お
よ
び
玉
計
6
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
続
国
歌
大
観
』
の
「
忠
度
集
」
二
八
六
〇
〇
お
よ
び
一
一
会
九
四
に
所
収
。
『
続
国
歌
大
観
』
本
の
題

は

前
者
が

「
雪
」
後
者
が
「
旅
宿
播
衣
」
で
あ
る
。
こ
の
二
首
と
も
、
「
玉
計
集
」
と
の
間
に
本
文
の
異
同
は
な
い
。
玉
計
7
も
、
『
続
国

歌
大
観
』
の
「
忠
度
集
」
二
八
五
六
八
に
「
卯
花
蔵
γ
水
」
と
い
う
題
で
所
収
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
本
文
を
見
る
と
、
第
二
句
に
異
同
が
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

し
、
『
続
国
歌
大
観
』
本
で
は
「
音
に
て
そ
し
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
玉
計
9
は
、
正
・
続
の
『
国
歌
大
観
』
『
夫
木
抄
』
『
歌
枕
名
寄
』

『
類
字
名
所
和
歌
集
』
『
勅
撰
名
所
和
歌
抄
出
』
な
ど
に
見
え
な
い
一
首
。
な
お
、
『
続
群
書
類
従
』
巻
四
二
三
所
収
の
「
後
鳥
羽
院
御
集
」

お
よ
び
『
列
聖
全
集
』
御
製
集
第
一
巻
所
収
の
「
後
鳥
羽
院
御
集
」
「
正
治
御
百
首
」
「
建
保
御
百
首
」
「
遠
島
御
百
首
」
「
後
鳥
羽
院
御
集

拾
遺
」
に
も
見
え
な
い
一
首
で
あ
る
。

　
玉
計
1
0
お
よ
び
玉
計
1
3
も
、
正
・
続
の
『
国
歌
大
観
』
『
夫
木
抄
』
『
歌
枕
名
寄
』
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
『
勅
撰
名
所
和
歌
抄
出
』
な
ど

に

見
え

な
い
一
首
。
『
勅
撰
作
者
部
類
』
で
検
す
る
と
、
実
時
と
い
う
歌
人
は
二
人
い
る
。
一
人
は
、
正
三
位
参
議
、
皇
后
宮
大
輔
藤
原

公
蔭
男
で
徳
治
三
年
（
三
〇
八
）
没
。
『
新
後
撰
』
に
一
首
、
『
玉
葉
集
』
に
二
首
の
計
三
首
が
勅
撰
集
に
引
か
れ
て
い
る
歌
人
で
あ
る
が
、
家
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集
は
伝
存
し
て
い
な
い
。
も
う
一
人
は
、
従
一
位
野
宮
入
道
前
太
政
大
臣
で
あ
っ
て
徳
大
寺
。
後
野
宮
内
大
臣
公
清
の
男
で
、
応
永
二
年

（
三
九
五
）
出
家
、
同
十
一
年
（
一
四
〇
四
）
没
、
六
十
七
歳
。
勅
撰
集
に
は
『
新
後
拾
遺
』
に
四
首
引
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
家
集
は

伝
存

し
て
い
な
い
。
『
玉
計
集
』
が
引
い
て
い
る
実
時
と
い
う
の
が
、
こ
の
二
人
の
う
ち
の
ど
ち
ら
の
方
に
該
当
す
る
の
か
は
、
い
ま
に

わ
か
に
決
め
が
た
い
。
因
み
に
、
実
時
と
い
う
作
者
の
歌
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
『
夫
木
抄
』
に
は
一
首
も
な
い
。

　
玉
計
1
1
は
、
『
続
国
歌
大
観
』
の
「
忠
度
集
」
二
尖
〇
四
に
「
暁
更
千
鳥
」
と
い
う
題
で
所
収
。
「
玉
計
集
」
に
比
し
て
第
二
句
と
第
五
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

に

本
文
の
異
同
が
見
ら
れ
、
『
続
国
歌
大
観
』
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
我
し
も
友
と
」
「
千
鳥
鳴
ら
む
」
と
な
っ
て
い
る
。
玉
計
1
2
お
よ
び
玉

計
1
4
も
、
そ
れ
ぞ
れ
『
続
国
歌
大
観
』
の
「
忠
度
集
」
ゴ
八
吾
○
お
よ
び
二
会
三
に
所
収
。
『
続
国
歌
大
観
』
本
の
題
は
前
者
が
「
海
辺
郭

公
」
、
後
者
が
「
寄
一
一
名
所
一
恋
」
で
あ
る
。
こ
の
二
首
と
も
、
「
玉
計
集
」
と
の
問
に
本
文
の
異
同
は
な
い
。

　
玉
計
1
5
は
、
『
続
国
歌
大
観
』
の
「
忠
度
集
」
二
八
五
美
に
「
夕
氷
室
」
と
い
う
題
で
所
収
さ
れ
て
い
る
一
首
。
「
玉
計
集
」
の
本
文
と
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

べ
る
と
、
下
句
、
と
り
わ
け
結
句
に
本
文
の
異
同
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
　
『
続
国
歌
大
観
』
本
の
下
句
は
「
夕
風
涼
し
み
な
月
の
空
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む

と
な
っ
て
い
る
の
に
、
玉
計
1
5
の
下
句
は
「
夕
か
け
涼
し
蛍
飛
か
ふ
」
と
な
っ
て
い
る
。
第
四
句
の
本
文
異
同
は
生
じ
得
る
可
能
性
が
あ

る
と
し
て
も
、
第
五
句
の
本
文
異
同
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
そ
こ
で
、
『
続
国
歌
大
観
』
本
の
前
の
歌
二
八
五
芸
を
見
る
と
、

　
　
　
　
滝
下
蛍
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　

　
　
砒秋
近

く
な
り
や
し
ぬ
ら
む
清
滝
の
河
瀬
涼
し
く
蛍
と
び
か
ふ

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
首
前
に
存
す
る
歌
の
結
句
を
、
玉
計
1
5
は
誤
っ
て
採
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
「
玉
計

集
」
が
資
料
と
し
た
「
忠
度
和
歌
」
（
目
録
参
照
）
の
誤
り
な
の
か
、
ま
た
は
「
玉
計
集
」
自
体
の
誤
り
な
の
か
、
そ
れ
と
も
『
松
葉
名
所

和
歌
集
』
が
「
玉
計
集
」
を
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
誤
っ
た
こ
と
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
に
せ

よ
、
と
も
か
く
忠
度
の
歌
が
『
続
国
歌
大
観
』
本
「
忠
度
集
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
順
序
で
二
首
並
ん
で
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
ほ
ぼ
想

像
で
き
よ
う
。
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玉
計
1
6
は
、
『
続
国
歌
大
観
』
の
「
忠
度
集
」
二
八
五
五
〇
に
「
子
日
」
と
い
う
題
で
所
収
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

観
』
本
の
第
二
句
が
「
子
日
の
松
に
」
と
な
っ
て
い
る
点
だ
け
が
異
な
っ
て
い
る
。

四

玉
計
1
6
に
比
し
て
、
『
続
国
歌
大

　
次
に
、
「
七
帖
抄
」
十
一
首
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
七
帖
1
は
、
『
国
歌
大
観
』
の
『
万
葉
集
』
四
二
九
に
「
溺
死
出
雲

娘
子
火
葬
二
吉
野
一
時
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
一
首
」
と
い
う
題
詞
を
伴
っ
て
所
収
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
、
七
帖
1
に
比
し
て
、
『
国
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ
ノ
マ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
シ
ヌ
ノ
ヤ
マ
ノ

大

観
』
本
が
第
一
句
「
山
際
従
」
第
四
句
「
吉
野
山
」
と
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
る
。
な
お
、
七
帖
1
に
は
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
人
麻
呂
と
あ
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

　
七
帖
2
も
、
『
国
歌
大
観
』
の
『
新
古
今
集
』
七
五
〇
に
、
「
寛
治
二
年
大
嘗
会
の
屏
風
に
鷹
の
尾
山
を
よ
め
る
　
前
中
納
言
匡
房
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

う
詞
書
と
作
者
名
で
所
収
さ
れ
て
い
る
。
七
帖
2
の
本
文
に
比
し
て
、
　
『
国
歌
大
観
』
本
は
第
二
句
が
「
た
か
の
尾
山
の
」
と
な
っ
て
い

る
点
が
異
な
る
。
因
み
に
、
こ
の
一
首
は
、
『
歌
枕
名
寄
』
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
『
勅
撰
名
所
和
歌
抄
出
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
が
、
『
歌

枕
名
寄
』
『
類
字
名
所
』
『
抄
出
』
の
方
で
は
「
鷹
尾
山
　
近
江
」
の
項
に
出
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
七
帖
2
の
名
所
の
名
「
高
雄
」

は
、
あ
る
い
は
「
鷹
」
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
地
名
も
「
た
か
の
を
山
」
と
読
む
可
能
性
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
続
い

て
、
七
帖
3
・
4
・
5
・
6
・
7
・
1
1
の
六
首
は
、
い
ず
れ
も
『
作
者
分
類
夫
木
和
歌
抄
』
（
風
間
書
房
刊
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る

歌
で
あ
る
。
ま
ず
、
七
帖
3
は
、
『
夫
木
抄
』
（
一
）
春
部
一
に
、
「
初
春
〔
踏
歌
の
心
を
〕
」
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
一
首
で
、
作
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

光

明
峯
寺
入
道
摂
政
道
家
で
あ
る
。
　
『
夫
木
抄
』
で
は
、
初
句
が
「
た
は
れ
を
か
」
結
句
が
「
か
け
も
と
ま
ら
し
」
と
な
っ
て
い
る
。

七
帖
4
も
、
『
夫
木
抄
』
（
七
）
夏
部
一
に
「
五
月
五
日
〔
家
集
夏
歌
〕
」
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
一
首
で
、
作
者
は
恵
慶
法
師
。
『
夫
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

抄
』
で
は
、
初
句
が
「
く
す
り
ひ
の
」
結
句
が
「
ひ
け
は
な
る
へ
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
歌
枕
名
寄
』
の
「
玉
造
江
」
（
陸
奥
国
下
）
の

項
に
も
こ
の
一
首
は
見
え
、
初
句
が
「
く
す
り
ひ
の
」
と
な
っ
て
お
り
、
作
者
名
は
「
恵
慶
法
師
」
と
な
っ
て
い
る
。
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七
帖
5
は
、
『
夫
木
抄
』
（
二
十
八
）
雑
部
十
に
「
小
々
妻
〔
十
題
百
首
〕
」
と
し
て
出
て
い
る
歌
で
、
作
者
は
寂
蓮
法
師
。
『
夫
木
抄
』

　
　
　
　
　
　
　
む

で

は
、
結
句
が
「
雨
を
と
を
さ
ね
」
と
な
っ
て
い
る
。
七
帖
6
も
、
『
夫
木
抄
』
（
二
十
八
）
雑
部
十
に
「
渉
草
〔
六
帖
題
〕
」
と
し
て
所
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

さ
れ
て
い
る
一
首
で
、
作
者
は
民
部
卿
為
家
卿
。
『
夫
木
抄
』
の
本
文
は
、
第
二
句
が
「
ふ
か
き
さ
は
ね
の
」
結
句
が
「
ひ
く
人
も
な
し
」

と
な
っ
て
い
て
、
七
帖
6
と
相
異
す
る
。

　
七
帖
7
は
、
『
夫
木
抄
』
（
二
十
七
）
雑
部
九
に
「
牛
〔
六
帖
題
〕
」
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
歌
で
、
作
者
は
衣
笠
内
大
臣
家
良
。
『
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

木
抄
』
で
は
、
第
四
句
が
「
は
な
さ
す
ほ
と
も
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
『
歌
枕
名
寄
』
の
「
壱
岐
嶋
」
（
西
海
部
下
）
の
項
に
「
新
六
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

と
い
う
集
付
で
、
こ
の
一
首
は
存
す
る
。
た
だ
し
『
名
寄
』
の
方
で
は
、
初
句
が
「
壱
岐
の
嶋
」
第
三
句
が
「
は
な
さ
す
ほ
と
も
」
と
な

っ

て
お

り
、
作
者
名
も
「
衣
笠
内
大
臣
」
と
な
っ
て
い
る
。
七
帖
1
1
は
、
『
夫
木
抄
』
（
十
九
）
雑
部
一
に
「
雨
〔
六
帖
題
〕
」
と
し
て
所
収
さ

れ
て
い

る
一
首
で
、
作
者
は
藤
原
光
俊
朝
臣
。
七
帖
1
1
と
『
夫
木
抄
』
と
の
間
に
、
本
文
の
異
同
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
一
首
も
、
『
歌
枕

名
寄
』
の
「
末
原
野
」
（
未
勘
国
上
）
に
出
て
く
る
歌
で
、
集
付
は
「
同
（
新
六
）
」
作
者
名
は
「
同
（
光
俊
）
」
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
本
文

に

異
同
は
な
い
。

　
以
上
の

七
帖
3
・
4
・
5
・
6
・
7
・
1
1
の
六
首
に
は
、
皆
作
者
名
が
な
い
が
、
い
ず
れ
も
誤
脱
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
七
帖
8
は
、
『
続
国
歌
大
観
』
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
三
三
二
六
に
「
黒
主
」
の
名
で
所
収
さ
れ
て
い
る
一
首
。
七
帖
8
に
比
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

て
、
『
続
国
歌
大
観
』
本
の
第
二
句
が
「
茂
り
重
な
る
」
と
な
っ
て
い
る
点
だ
け
が
本
文
の
異
同
で
あ
る
。
な
お
、
『
歌
枕
名
寄
』
の
「
美

濃
山
」
（
美
濃
国
）
の
項
に
は
、
「
催
馬
楽
」
と
い
う
集
付
で
こ
の
一
首
が
載
っ
て
お
り
、
作
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
名
寄
』

と
七
帖
と
の
間
に
本
文
の
異
同
は
な
い
。

　
七
帖
1
0
は
、
『
国
歌
大
観
』
の
『
拾
遺
集
』
五
九
三
に
「
ひ
え
の
や
し
ろ
に
て
よ
み
は
べ
り
け
る
　
僧
都
実
因
」
と
出
て
い
る
一
首
に
該

当
す
る
。
七
帖
1
0
が
名
所
の
名
を
「
平
野
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
国
歌
大
観
』
本
で
は
「
ひ
え
の
や
し
ろ
」
と
し
て
い
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

お

よ
び
歌
の
本
文
も
七
帖
1
0
の
第
二
句
「
ひ
ら
の
s
宮
の
」
に
対
し
、
『
国
歌
大
観
』
本
で
は
「
ひ
え
の
社
の
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
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の

二
点
が
異
な

る
。
因
み
に
、
『
勅
撰
名
所
和
歌
抄
出
』
に
も
こ
の
一
首
は
採
ら
れ
て
い
る
が
、
『
抄
出
』
も
「
比
叡
社
　
同
（
ー
近
江
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

（作
者

名
は
な
い
）
の
項
目
の
下
に
こ
の
一
首
を
掲
出
し
、
第
二
句
が
や
は
り
「
ひ
え
の
社
の
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
『
歌
枕
名
寄
』

で
も
、
「
社
頭
　
大
比
叡
　
小
比
叡
　
日
吉
七
社
」
　
（
近
江
国
比
叡
篇
）
の
項
に
こ
の
一
首
を
載
せ
、
「
拾
十
」
と
い
う
集
付
、
第
二
句
は

「
ひ

え

の

や

し
ろ
の
」
、
作
者
名
は
「
僧
都
実
円
」
と
な
っ
て
い
る
。
作
者
名
の
「
実
因
」
（
『
国
歌
大
観
』
本
）
と
「
実
円
」
（
『
名
寄
』
）
と
の

問
題
は
、
今
後
な
お
考
え
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
七
帖
1
0
の
名
所
の
名
「
平
野
」
は
、
な
お
考
え
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
七
帖
1
0
に

作
者
名
が
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
誤
脱
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
一
首
だ
け
残
っ
た
七
帖
9
は
、
正
・
続
の
『
国
歌
大
観
』
『
夫
木
抄
』
『
歌
枕
名
寄
』
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
『
勅
撰
名
所
和
歌
抄

出
』
な
ど
に
見
え
な
い
一
首
。
七
帖
9
に
作
者
名
が
な
い
の
で
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
そ
の
手
が
か
り
が
つ
か
め
な
い
で
い
る
一
首
で
あ
る

が
、
さ
ら
に
今
後
も
考
え
て
行
き
た
い
。
因
み
に
、
『
歌
枕
名
寄
』
で
は
「
一
重
山
」
（
信
濃
国
）
と
い
う
項
目
は
あ
る
が
、
七
帖
9
に
該

当
す
る
歌
は
存
し
な
い
。
そ
れ
に
『
松
葉
名
所
』
の
方
で
は
所
属
が
「
信
濃
国
」
で
は
な
く
、
「
山
城
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ

な
い
。
な
お
、
『
名
寄
』
の
「
山
城
国
」
の
方
に
は
一
重
山
（
一
隔
山
）
L
と
い
う
項
は
存
し
な
い
。

五

　
以
上
の

考
察
を
、
こ
こ
で
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
次
の
三
点
に
集
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
H
散
秩
歌
集
と
考
え
ら
れ
る
「
玉
計
集
」
「
七
帖
抄
」
の
両
書
に
つ
き
、
『
松
葉
名
所
和
歌
集
』
の
目
録
お
よ
び
集
付
を
一
つ
の
手
が
か

り
と
し
て
、
一
応
の
復
原
を
試
み
た
こ
と
。

　
⇔
そ

の

結

果
、
玉
計
集
十
六
首
の
う
ち
、
玉
計
1
・
2
・
3
・
5
・
6
・
7
・
8
・
1
1
・
1
2
・
1
4
・
1
5
・
1
6
の
十
二
首
は
、
い
ず
れ
も

「
忠
度
集
」
に
現
存
す
る
歌
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
。
残
り
四
首
、
す
な
わ
ち
、
玉
計
4
（
保
季
）
・
玉
計
9
（
後
鳥
羽
院
）
・
玉
計
1
0

お

よ
び
1
3
（
と
も
に
実
時
）
に
つ
い
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
他
に
所
見
が
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
の
新
資
料
と
し
て



追
加

し
得
る
歌
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
。
し
か
し
、
何
分
に
も
彪
大
な
歌
数
を
収
め
て
い
る
名
所
和
歌
集
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
集

付
お
よ
び
作
者
名
に
誤
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
な
お
慎
重
に
取
扱
か
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
く

し
、
て
こ
の
玉
計
4
・
9
・
1
0
・
1
3
の
四
首
も
、
新
出
の
資
料
と
し
て
手
離
し
で
安
心
で
き
る
段
階
で
は
ま
だ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
日
七
帖
抄
十
一
首
の
う
ち
、
十
首
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
七
帖
1
は
『
万
葉
集
』
に
、
七
帖

2
は
『
新
古
今
集
』
に
、
七
帖
3
・
4
・
5
・
6
・
7
・
1
1
の
六
首
は
い
ず
れ
も
『
夫
木
抄
』
に
、
七
帖
8
は
『
古
今
六
帖
』
に
、
七
帖

10

は
『
拾
遺
集
』
に
、
そ
れ
ぞ
れ
所
収
さ
れ
て
現
存
し
て
い
る
歌
で
あ
る
こ
と
。
し
か
も
、
七
帖
2
に
「
匡
房
」
と
作
者
名
が
あ
る
だ
け

で
、
他
の
九
首
は
「
七
帖
抄
」
で
い
ず
れ
も
作
者
名
を
欠
い
て
い
る
が
、
右
の
検
討
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
九
首
の
作
者
名
が
明
ら
か
と
な

っ

た

こ
と
。
た
だ
し
、
「
七
帖
抄
」
の
残
り
の
一
首
、
す
な
わ
ち
七
帖
9
に
つ
い
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
全
く
手
が
か
り
が
つ
か
め
ず
、

後
考
に

待
つ
以
外
に
な
い
こ
と
。

解題n711

　
〈
追
記
〉

　
そ

の
後
、
『
増
補
歌
枕
秋
の
寝
覚
』
（
架
蔵
の
明
和
八
年
刊
本
）
を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
書
巻
八
下
に
、
「
七
帖
抄
」
の
次
の
一
首
を
見

出
し
た
。

　
　
山
城
ひ
ら
の
壱
劉
の
、
宮
。

　
　
　
七
帖

　
　
　
ね

き
か
く
る
平
野
の
宮
の
ゆ
ふ
た
す
き
草
の
か
き
は
も
こ
と
や
め
て
き
け
（
作
者
名
ナ
シ
）

こ
の
一
首
は
、
す
で
に
述
べ
た
七
帖
1
0
に
該
当
し
、
作
者
は
僧
都
実
因
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
『
増
補
歌
枕
秋
の
寝
覚
』
に
は
、
諸
国
の

名
所
の
歌
に
ゆ
か
り
の
あ
る
こ
と
ば
や
景
物
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
も
た
と
え
ば
、

　
　
　
　
　
高
　
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
　
　
山
城
　
た
か
を
山
注
勒
を
の
山
（
中
略
）
玉
椿
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
氷
　
室
　
　
　
　
　
　
計
　
　
新
六

　
　
　
同
（
山
城
）
ひ
む
ろ
山
（
中
略
）
蛍
　
岩
垣
も
み
ち
（
下
略
）
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の

ご
と
く
、
七
帖
抄
や
玉
計
集
に
あ
た
る
集
付
が
出
て
く
る
。

（
因
み
に
、
『
増
補
歌
枕
秋
の
寝
覚
』
の
巻
頭
に
は
「
景
物
集
附
略
字
」
の
一
覧
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

　
　
計
ほ
…
　
七
七
帖
抄

で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
）
し
か
し
、
こ
の
集
付
だ
け
で
は
、
歌
の
復
原
は
困
難
で
あ
る
。
復
原
可
能
な
歌
と
し
て
は
、
か
ろ
う
じ
て
、

右
に

記

し
た
「
ね
き
か
く
る
」
の
一
首
（
七
帖
抄
）
を
見
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
な
お
、
右
の
『
増
補
歌
枕
秋
の
寝
覚
』
以
外
に
も
、
ま
だ
名
所
和
歌
集
な
ど
に
、
今
後
、
七
帖
抄
や
玉
計
集
の
名
を
見
出
す
可
能
性
は

十
分
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
折
は
、
ま
た
、
改
め
て
報
告
の
機
を
得
た
い
と
思
う
が
、
本
稿
で
は
、
と
も
か
く
『
松
葉
名
所
和
歌
集
』
所
引

の

「
玉
計
集
」
と
「
七
帖
抄
」
と
を
、
と
り
あ
え
ず
対
象
と
し
て
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

註
1
　
こ
の
「
解
題
H
」
は
、
本
書
の
底
本
と
し
た
寛
文
七
年
再
板
本
（
架
蔵
）
に
よ
っ
て
稿
を
進
め
た
。
そ
れ
は
、
本
書
所
収
の
「
解
題
1
」
に
よ

　

り
、
万
治
三
年
（
＝
ハ
六
〇
）
開
板
本
と
寛
文
七
年
（
＝
ハ
六
七
）
再
板
本
と
の
間
に
、
本
文
の
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
と
の
判
断
に
基

　

く
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両
板
本
の
間
に
は
、
「
践
文
」
お
よ
び
「
引
用
之
書
目
録
」
の
有
無
の
異
同
は
存
す
る
。
詳
し
く
は
、
「
解
題
1
」
を

　

ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

〈付
記
〉

　
本
稿

は
、
「
文
学
論
藻
」
第
四
十
八
号
（
昭
四
八
・
一
二
月
）
に
同
題
で
発
表
し
た
拙
稿
を
、
今
回
あ
ら
た
に
補
訂
し
て
「
解
題
H
」
と
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。


